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2026 年度 第１四半期決算 電話会議 主な質問と回答 

2026.08.07 

東急株式会社 

 

※ 本内容は質疑応答のすべてを書き起こしたものではなく、当社が簡潔にまとめたもので

あることをあらかじめご了承ください。 

 

Q１. 不動産賃貸業において、費用増により減益となっているという説明があったが、どの

ような費用が増加しているのか。また通期の見通しに変更はないか。 

A１. 費用の増加については、様々なものの積み上がりで、特定の物件や費目があるわけで

はない。今期の不動産賃貸業の費用は、業績予想においても一定の増加を織り込んで

いるが、前年比では上期の増加が下期より大きく、第１四半期時点で費用増が大きく

見えている面がある。今後、更なる収益の獲得を目指すとともに、費用の執行等もコ

ントロールを行い、業績予想の達成を目指していきたい。 

 

Q２. 東急ストアや電力小売業など生活サービス事業で見通しより下振れているが、通期見

通し達成についてどのように考えているか。 

A２. 東急ストアについては、物価高の影響による買い上げ点数の減少等により、弱含んで

いる。順次テコ入れを図っており、今後のコストマネジメントと併せて、業績予想の

達成に努めたい。                                             

東急パワーサプライは中東情勢の影響による原油価格高騰の影響が生じている。燃料

調整費への反映には遅効性があり、今後は転嫁が進むため、第 1 四半期の減益ペース

がそのまま進むわけではない。一方、引き続き中東情勢の不透明感もあり、今後は各

事業への転嫁も想定されるので、引き続き影響を注視する必要がある。                      

連結全体としては、対予想で営業利益△32 億の減益であり、コストの時期ズレなどを

考慮しても、若干弱含んでいるとみている。営業利益の予想の達成には、更なるトッ

プライン成長やコストのコントロールが必要と考えている。まず、営業利益の達成を

目指すとともに、万が一足りないということになっても、現中期経営計画において

は、EPS を強く意識しており、当期純利益や ESP を確実に達成するために手を打って

いきたい。 

 

Q３. 営業利益が業績予想と比べて下振れている一方で、経常利益は概ね予想通り、親会社

株主に帰属する四半期純利益は予想より 25 億円下振れており、それぞれの要因を教え

てほしい。また、親会社株主に帰属する当期純利益に関して、通期での業績予想達成

のために、政策保有株式や固定資産売却等を行う考えはあるか。 
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A３. 経常利益については、営業外収益において、持分法による投資利益が想定より増加して

おり、営業利益の減益をカバーしている。また、親会社株主に帰属する四半期純利益

は法人税等の増加によるものだが、主に計上の時期の変更によるもので、年度では解

消されていく。政策保有株式や固定資産売却等、特別利益については、今後の動向を

見極める必要があるが、利益の動向に加え、バランスシートマネジメントや金利上昇

等の状況も考慮し検討を行い、最適な手を打っていきたい。 

 

Q４. 不動産賃貸業に関して、足元のオフィス賃料の改定状況を教えてほしい。 

A４. オフィス賃料改定については、５月の説明会でお話ししたように、契約年数の短縮

等、様々な取り組みを進めており、増額での改定事例ある等順調に進んでいると考え

ている。すぐに決算数値に反映されるわけではないが、施策としては順調に進捗して

いる。 

 

 

                                       以 上 


